
アジアの伝統芸能 第七回

越劇「梁山伯と祝英台」

中国のロミオとジュリエット



中
国
に
千
年
以
上
も
昔
か
ら
語
り
継
が

れ
て
い
る
悲
恋
物
語
が
あ
る
。
四
大
民
間

故
事
の
一
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
で
あ
る
。

学
問
を
し
た
い
一
心
か
ら
、
男
装
し
て

杭
州
の
学
校
に
入
学
し
た
少
女
・
祝
英
台
。

彼
女
は
そ
こ
で
梁
山
伯
と
い
う
若
者
に
出

会
う
。
二
人
の
間
に
や
が
て
ほ
の
か
な
恋

が
芽
生
え
る
の
だ
が―

―
。

今
回
か
ら
は
浙
江
省
の
地
方
劇
・
越
劇

を
通
し
て
、
こ
の
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」

の
世
界
と
、
そ
れ
が
音
楽
、
映
画
、
ア
ニ

メ
と
い
う
新
た
な
芸
術
へ
と
発
展
し
て
い

く
よ
う
す
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
は
映
画
「
舞
台
姐
妹
」
を
通
し
て

往
時
の
演
劇
世
界
を
覗
い
み
よ
う
。

http://it.sohu.com/20041208/n223385562.shtml
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第一節

越劇とは



越劇とは 越
劇
と
は
？

越
劇
は
、
浙
江
省
や
上
海
市
な
ど
呉
方

言
地
区
を
代
表
す
る
地
方
劇
。
そ
の
歴
史

は
比
較
的
新
し
く
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
浙

江
省
東
部
を
流
れ
る
曹
娥
江
上
流
の
嵊
県

一
帯
で
誕
生
し
た
。



中国語方言地図（■色の部分が呉方言地区）



越劇誕生の地・浙江省嵊県

嵊県



嵊県

越劇誕生の地・浙江省嵊県



越劇とは 越
劇
と
は
？

越
劇
は
、
落
地
唱
書
と
い
う
語
り
物
か

ら
発
達
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
地
元
で
は
初

め
小
歌
班
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
活
動
範
囲
が
省
外
に
広
が
る

と
、
浙
江
省
の
古
名
・
越
を
取
っ
て
越
劇

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。



第二節

映画「舞台姉妹」が描く
伝統演劇の世界



映
画
「
舞
台
姉
妹
」(

一
九
六
四
年
制
作)

中
国
の
伝
統
演
劇
は
、
京
劇
な
ど
常
設

舞
台
を
持
つ
一
部
の
劇
団
を
除
き
、
そ
の

多
く
は
寺
廟
の
縁
日
に
神
仏
に
捧
げ
る
奉

納
芝
居
と
し
て
上
演
さ
れ
て
い
た
。

各
地
を
巡
業
す
る
伝
統
演
劇
の
役
者
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
た
の
か
。

一
九
六
四
年
に
制
作
さ
れ
た
映
画
「
舞

台
姉
妹
」
を
通
し
て
、
草
創
期
の
越
劇
の

世
界
を
見
て
み
よ
う
。

紹興鍾堰禅寺の水上戯台



映
画
「
舞
台
姉
妹
」(

一
九
六
四
年
制
作)

映
画
「
舞
台
姉
妹
」
は
、
二
十
世
紀
前

半
の
中
国
を
舞
台
に
、
前
近
代
的
な
社
会

の
中
で
抑
圧
さ
れ
て
い
た
越
劇
の
女
優
た

ち
が
、
し
だ
い
に
社
会
的
覚
醒
を
遂
げ
て

い
く
姿
を
描
い
た
作
品
。

監
督
は
浙
江
省
上
虞
出
身
の
謝
晋
、
脚

本
は
越
劇
脚
本
家
の
徐
進
、
助
演
俳
優
に

越
劇
女
優
の
曹
銀
娣
を
加
え
、
往
時
の
越

劇
の
世
界
を
克
明
に
描
き
出
し
て
い
る
。



映画 舞台姉妹
天馬電影制片厰1964年制作

監督：謝晋

脚本：林谷、徐進、謝晋

音楽：黄准

主演：謝芳（竺春花） 曹銀娣（邢月紅）

謝芳（竺春花） 曹銀娣（邢月紅）



曹
銀
娣(

一
九
三
九
年
～)

小
生
（
青
年
）
役
の
越
劇
女
優
。
浙
江

省
寧
波
の
生
ま
れ
。
一
九
五
四
年
、
上
海

戯
曲
学
校
越
劇
班
に
入
学
。
一
九
六
〇
年
、

上
海
越
劇
院
に
入
団
。

一
九
六
四
年
、
二
五
歳
の
時
に
出
演
し

た
こ
の
映
画
で
は
、
父
の
死
後
、
上
海
の

劇
場
主
の
愛
人
に
身
を
落
と
す
越
劇
女
優

邢
月
紅
を
演
じ
、
映
画
を
よ
り
リ
ア
ル
な

も
の
に
し
て
い
る
。

曹銀娣（邢月紅）



映
画

舞
台
姉
妹

第
一
場

一
九
三
五
年
、
浙
江
省
嵊
県
に
あ
る
万

年
台
＊
で
は
、
越
劇
の
前
身
で
あ
る
女
子

小
歌
班
の
陽
春
舞
台
一
座
が
『
三
看
御

妹
』
を
上
演
し
て
い
る
。

突
然
、
観
客
の
間
に
ざ
わ
め
き
が
起
こ

る
。
一
人
の
娘
が
楽
屋
に
逃
げ
込
ん
で
来

た
の
だ
。
娘
の
名
は
竺
春
花
。
封
建
的
な

売
買
婚
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
嫁
ぎ
先
を
飛

び
出
し
た
春
花
は
、
陽
春
舞
台
一
座
に
入

団
し
、
旅
回
り
の
役
者
と
な
る
。

＊
寺
廟
に
付
設
さ
れ
た
奉
納
芝
居
用
の
常
設
舞
台



映画「舞台姉妹」第一場(9:06)



映
画
「
舞
台
姉
妹
」
第
二
場

場
面
は
か
わ
っ
て
紹
興
鑑
湖
の
畔
に
あ

る
鍾
堰
禅
寺
の
水
上
戯
台
。
陽
春
舞
台
一

座
が
『
十
八
相
送
』
を
上
演
し
て
い
る
。

舞
台
の
近
く
で
は
、
一
人
の
少
女
が
重

そ
う
な
杵
で
米
を
搗
い
て
い
る
。
舞
台
か

ら
聞
こ
え
る
歌
声
に
、
少
女
は
思
わ
ず
仕

事
の
手
を
止
め
、
芝
居
に
見
入
っ
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
傍
ら
に
い
た
舅
と
姑
に
う

な
が
さ
れ
、
ふ
た
た
び
米
を
搗
き
始
め
る
。



映画「舞台姉妹」第二場（1:04）



映
画
「
舞
台
姉
妹
」
第
三
場

そ
の
夜
の
こ
と
。
竺
春
花
た
ち
は
、
郷

紳(

地
元
の
有
力
者)

の
倪
旦
那
の
屋
敷
に

呼
ば
れ
る
。

倪
旦
那
は
小
生
役
の
邢
月
紅
に
目
を
つ

け
、
夜
の
相
手
を
つ
と
め
る
よ
う
迫
る
。

月
紅
の
父
親
で
あ
る
邢
師
匠
は
、
座
長
・

阿
鑫
の
制
止
を
振
り
き
り
、
月
紅
た
ち
を

つ
れ
て
屋
敷
を
あ
と
に
す
る
。



映画「舞台姉妹」第三場



映
画

舞
台
姉
妹

第
四
場

翌
日
の
夜
、
陽
春
舞
台
一
座
が
芝
居

（
「
玉
堂
春
」
）
を
上
演
し
て
い
る
と
、

突
然
、
警
察
の
一
群
が
襲
い
か
か
る
。

郷
紳
の
倪
旦
那
が
月
紅
を
わ
が
も
の
に

し
よ
う
と
警
察
に
手
を
回
し
、
陽
春
舞
台

の
摘
発
を
行
な
わ
せ
た
の
だ
。

月
紅
を
逃
が
そ
う
と
し
た
竺
春
花
は
、

警
官
に
抵
抗
し
た
罪
で
捕
ら
え
ら
れ
、
三

日
間
の
さ
ら
し
者
の
刑
を
宣
告
さ
れ
る
。

（
四
分
三
秒
）



映画「舞台姉妹」第四場



映
画

舞
台
姉
妹

第
五
場

郷
紳
の
怒
り
を
か
っ
た
陽
春
舞
台
一
座

は
紹
興
の
町
を
追
わ
れ
る
。
船
着
場
で
は

竺
春
花
が
米
搗
き
の
少
女
と
別
れ
を
惜
し

ん
で
い
る
。
竺
春
花
が
少
女
に
た
ず
ね
る
。

「
こ
こ
は
あ
な
た
の
お
家
？
」

「
売
ら
れ
て
き
た
ん
で
す
」

「
名
前
は
？
」

「
春
花
で
す
」

か
つ
て
の
自
分
と
同
じ
境
遇
に
あ
る
も

う
一
人
の
春
花
と
の
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
、

竺
春
花
は
紹
興
の
町
を
離
れ
て
い
く
。



映画「舞台姉妹」第五場



映
画
「
舞
台
姉
妹
」
の
梗
概

邢
師
匠
は
警
官
か
ら
受
け
た
傷
が
も
と

で
こ
の
世
を
去
る
。
竺
春
花
と
邢
月
紅
は
、

葬
儀
に
か
か
っ
た
借
金
を
返
す
た
め
、
座

長
の
阿
鑫
に
連
れ
ら
れ
て
上
海
に
行
く
。



映
画
「
舞
台
姉
妹
」
の
梗
概

上
海
に
行
っ
た
二
人
は
、
一
躍
人
気
女

優
と
な
る
。

竺
春
花
は
、
進
歩
的
な
思
想
に
触
れ
て

社
会
の
矛
盾
に
目
覚
め
て
い
く
が
、
邢
月

紅
は
劇
場
の
唐
支
配
人
の
愛
人
に
身
を
落

と
し
て
し
ま
う
。



映
画
「
舞
台
姉
妹
」
の
梗
概

竺
春
花
は
魯
迅
の
小
説
「
祝
福
」
を
上

演
し
た
こ
と
で
、
当
局
の
怒
り
を
買
い
、

唐
支
配
人
の
命
を
受
け
た
阿
鑫
に
石
灰
を

か
け
ら
れ
、
失
明
し
そ
う
に
な
る
。

竺
春
花
は
裁
判
の
場
で
当
局
の
陰
謀
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
と
き

当
局
側
の
証
言
に
立
っ
た
の
は
邢
月
紅

だ
っ
た
。



映
画
「
舞
台
姉
妹
」
の
梗
概

一
九
四
九
年
、
新
中
国
が
成
立
す
る
と
、

唐
支
配
人
は
邢
月
紅
を
捨
て
て
台
湾
に
逃

れ
る
。

竺
春
花
は
邢
月
紅
を
探
し
出
し
、
よ
う

や
く
舞
台
姉
妹
は
新
し
い
時
代
の
中
で
再

会
を
果
た
す
。



第三節

越劇｢梁山伯と祝英台｣の梗概

../../03/03/03/index.html


？
映画『舞台姉妹』の中でも劇中劇として
『梁山泊と祝英台』が上演されていた。

それはどの場面か？



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」

映
画
『
舞
台
姉
妹
』
の
第
二
場
で
、
童

養
媳
の
少
女
が
思
わ
ず
仕
事
の
手
を
止
め
、

舞
台
の
芝
居
に
見
入
る
場
面
が
あ
る
。
こ

こ
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
が
『
梁
山
伯
と
祝

英
台
』
の
中
の
『
十
八
相
送
』
で
あ
る
。

今
回
は
寧
波
市
小
百
花
越
劇
団
の
舞
台

を
通
し
て
、
こ
の
物
語
の
概
要
を
紹
介
す

る
。



映画「舞台姉妹」第二場



越劇「梁山伯と祝英台」（全八場）

寧波市小百花越劇団公演

梁山伯――白銀飛 銀心――高汝霞

祝英台――趙海英 四九――陳 怡



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」

第
一
場

別
親

い
ま
か
ら
千
六
百
年
前
の
東
晋
の
時
代
。

浙
江
の
上
虞
に
祝
英
台
と
い
う
一
人
の
娘

が
い
た
。

勉
強
好
き
の
英
台
は
、
反
対
す
る
父
親

を
説
き
伏
せ
、
下
女
の
銀
心
と
と
も
に
男

装
し
て
杭
州
の
学
校
に
向
か
う
。
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越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」

第
二
場

草
橋
結
拝

杭
州
へ
向
か
う
途
中
、
祝
英
台
は
会
稽

か
ら
や
っ
て
き
た
一
人
の
青
年
に
出
会
う
。

青
年
の
名
は
梁
山
伯
。

意
気
投
合
し
た
二
人
は
、
義
兄
弟
の
契

り
を
結
び
、
と
も
に
杭
州
へ
の
旅
を
続
け

る
。
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越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」

第
三
場

託
媒

杭
州
の
学
校
で
学
ぶ
こ
と
三
年
。
祝
英

台
は
い
つ
し
か
梁
山
伯
に
ほ
の
か
な
恋
心

を
抱
く
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
父
親
か
ら
の
催
促
で
帰
郷
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
英
台
は
、
恩
師

夫
人
に
梁
山
伯
へ
の
思
い
を
打
ち
明
け
、

心
の
証
し
と
し
て
蝶
の
形
の
玉
飾
を
託
す
。
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越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」

第
四
場

十
八
里
相
送

梁
山
伯
は
祝
英
台
を
見
送
る
た
め
、
杭

州
か
ら
十
八
里
離
れ
た
長
亭
ま
で
同
行
す

る
。
祝
英
台
は
道
中
の
景
色
に
な
ぞ
ら
え

て
、
自
分
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め

か
す
が
、
梁
山
伯
は
気
づ
い
て
く
れ
な
い
。

や
が
て
別
れ
の
時
が
来
る
と
、
祝
英
台
は

「
妹
が
い
る
の
で
引
き
合
わ
せ
た
い
」
と

再
会
を
約
束
し
、
故
郷
へ
去
っ
て
い
く
。
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中国伝統演劇の技法(七) 円場

梁山伯と祝英台は周囲の景観を謡いながら舞台の上を回ることで空間

の移動を表現する。これを円場という。日本の能や狂言でも道行（みち

ゆき）と呼ばれる同様の技法が使われる。



中
国
伝
統
演
劇
の
技
法(

八) 

蘭
花
掌

中
国
伝
統
演
劇
の
掌
式(

手
の
型) 

の
一
。

親
指
の
先
を
中
指
に
当
て
、
他
の
指
を

ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
手

元
を
優
雅
に
見
せ
る
。
そ
の
形
が
蘭
の
花

に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
蘭
花
掌
と
呼
ば

れ
る
。
祝
英
台
は
女
性
ら
し
さ
を
示
す
た

め
、
常
に
こ
の
掌
式
を
用
い
て
い
る
。



蘭花掌（越劇「梁山伯と祝英台」 第四場 十八里相送より）



中
国
伝
統
演
劇
の
技
法(

九) 

扇
子
功

中
国
伝
統
演
劇
で
使
わ
れ
る
扇
子
を
用

い
た
技
法
。
書
生
を
演
じ
る
小
生(

青
年

男
子
役)

な
ど
が
、
そ
の
動
作
に
文
雅
さ

と
優
雅
さ
を
添
え
る
た
め
に
用
い
る
。



扇子功（越劇「梁山伯と祝英台」 第四場 十八里相送より）



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」

第
四
場

十
八
里
相
送

祝
英
台
は
、
梁
山
伯
に
見
送
ら
れ
、
杭

州
か
ら
十
八
里
離
れ
た
長
亭
へ
向
か
う
。

道
中
の
景
物
に
な
ぞ
ら
え
て
、
祝
英
台
は

自
分
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
す

が
、
梁
山
伯
は
一
向
に
気
づ
か
な
い
。
や

が
て
別
れ
の
時
が
来
る
と
、
祝
英
台
は

「
妹
が
い
る
の
で
引
き
合
わ
せ
た
い
」
と

再
会
を
約
束
し
、
故
郷
へ
去
っ
て
い
く
。
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越劇「梁山伯と祝英台」 第四場 十八里相送



「梁山伯と祝英台」の舞台



「梁山伯と祝英台」の舞台

杭州

上虞



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」

第
五
場

思
祝
下
山

祝
英
台
が
い
な
く
な
っ
た
書
房
の
中
で
、

梁
山
伯
は
英
台
の
こ
と
を
思
い
、
一
人
物

思
い
に
沈
む
。
そ
こ
に
恩
師
夫
人
が
現
わ

れ
、
祝
英
台
か
ら
預
か
っ
た
玉
の
扇
飾
り

を
わ
た
す
。
祝
英
台
が
女
性
で
あ
っ
た
こ

と
知
っ
た
梁
山
伯
は
、
英
台
の
待
つ
上
虞

祝
家
荘
へ
と
旅
立
つ
。



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」第

六
場

回
十
八

か
つ
て
祝
英
台
と
と
も
に
歩
い
た
長
亭

へ
の
十
八
里
の
道
を
歩
き
な
が
ら
、
梁
山

伯
は
祝
英
台
と
の
会
話
を
思
い
出
す
。
そ

し
て
、
英
台
が
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の

か
に
よ
う
や
く
気
づ
く
。



越
劇

梁
山
伯
と
祝
英
台

第
七
場

勧
婚
訪
祝

故
郷
に
戻
っ
た
祝
英
台
を
待
っ
て
い
た

の
は
、
父
親
が
決
め
た
馬
太
守
の
息
子
・

馬
文
才
と
の
縁
談
で
あ
っ
た
。
祝
英
台
は

梁
山
伯
へ
の
思
い
を
訴
え
、
馬
家
と
の
縁

談
を
断
る
よ
う
頼
む
が
、
父
親
は
許
し
て

く
れ
な
い
。
ち
ょ
う
ど
そ
こ
に
梁
山
伯
が

訪
ね
て
く
る
。



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」第

八
場

楼
台
会

梁
山
伯
と
祝
英
台
は
、
祝
家
の
楼
台
で

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
す
。
と
こ
ろ
が

喜
び
も
束
の
間
、
梁
山
伯
は
祝
英
台
の
口

か
ら
馬
家
と
の
縁
談
が
す
で
に
決
ま
っ
た

こ
と
を
知
る
。
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越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」

第
九
場

山
伯
臨
終

祝
英
台
を
失
っ
た
悲
し
み
に
、
梁
山
伯

は
重
い
病
に
か
か
る
。
祝
英
台
の
婚
礼
が

近
づ
い
た
あ
る
日
、
梁
山
伯
は
こ
ん
な
言

葉
を
残
し
て
こ
の
世
を
去
る
。

「
僕
が
死
ん
だ
ら
、
墓
石
に
僕
と
英
台
の

名
前
を
刻
ん
で
く
だ
さ
い
。
生
き
て
一
緒

に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
せ
め
て
死

ん
だ
後
、
一
緒
に
眠
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
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越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
第
十
場

逼
嫁

梁
山
伯
の
死
を
知
っ
た
祝
英
台
は
、
嫁

入
り
の
日
に
梁
山
伯
の
墓
参
り
を
す
る
こ

と
を
条
件
に
、
馬
家
へ
嫁
ぐ
こ
と
に
同
意

す
る
。



越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」第

十
一
場

祭
墓

婚
礼
の
日
。
祝
英
台
の
嫁
入
り
の
行
列

が
、
梁
山
伯
の
墓
前
に
さ
し
か
か
る
。
祝

英
台
が
輿
を
降
り
る
と
、
突
然
、
激
し
い

雷
鳴
と
と
も
に
嵐
が
巻
き
起
こ
る
。
梁
山

伯
の
墓
が
二
つ
に
裂
け
、
祝
英
台
は
そ
の

中
に
身
を
投
げ
る
。
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越
劇
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」第

十
二
場

化
蝶

祝
英
台
が
梁
山
伯
の
墓
に
身
を
投
げ
た

後
、
墓
は
ま
た
も
と
の
姿
に
も
ど
り
、
嵐

も
止
ん
で
、
空
に
は
美
し
い
虹
が
か
か
る
。

や
が
て
墓
の
中
か
ら
一
対
の
蝶
が
飛
び
出

て
花
々
の
間
を
飛
び
回
る
。
そ
れ
は
蝶
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
梁
山
伯
と
祝
英
台
の
姿

で
あ
っ
た
。
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ま
と
め

演
劇
や
演
芸
な
ど
の
芸
能
は
、
近
代
以

前
の
庶
民
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
身
近
な

文
芸
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。
『
梁
山
伯
と

祝
英
台
』
は
、
こ
う
し
た
芸
能
を
通
じ
て
、

人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
物
語
で
あ
る
。

今
回
は
、
浙
江
省
や
上
海
市
な
ど
呉
方

言
地
区
を
代
表
す
る
地
方
劇
・
越
劇
を
通

し
て
、
こ
の
物
語
を
学
ん
だ
。

別
れ
を
前
に
、
な
ん
と
か
し
て
自
分
の

思
い
を
伝
え
よ
う
と
す
る
祝
英
台
。
伝
え

よ
う
と
し
て
伝
わ
ら
ぬ
恋
の
も
ど
か
し
さ

を
、
歌
と
舞
だ
け
で
表
現
し
た
「
十
八
相

送
」
は
、
中
国
伝
統
演
劇
の
傑
作
と
さ
れ

る
。
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